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第２０回佐世保市子ども・子育て会議 議事録（要約版） 

 

日時：令和２年１２月７日（月）１９時～２１時 

場所：佐世保市中央保健福祉センター 

（すこやかプラザ） ６階「研修室１」 

 

議事（１）「佐世保市子ども・子育て会議」各分科会の活動状況について 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

・ 意見なし  

議事（２）ファミリーサポートセンター運営委託事業者の選定について【分科会報告】 

質問・意見等 事務局回答・分科会報告・今後の方針など 

 

 

 

 

議事（３）佐世保市中部子育て支援センター〔市立大黒保育所〕の公設民営化に係る委託事業者の選

定について【分科会報告】 

質問・意見等 事務局回答・分科会報告・今後の方針など 

 

 

 

 

議事（４）子ども・子育て支援に係る新型コロナウイルス感染症対策について 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

・コロナ禍の状況の中で学校が臨時休業となり、放

課後児童クラブが朝から晩までの対応で非常に大

変ではあったが、地域や学校との協力で何とか乗り

越えることができ、地域力が深まったクラブも多く

なったと思う。 

 

 

 

・子ども食堂においても、コロナ禍の中で学校や子

育て支援センターや公民館が休業してしまい、コロ

ナ対策の支援がない中、孤立しているお母さんもい

たこともあり、自分たちでできる範囲でお弁当や食

材の配布などを実施した団体もあった。今後も第３

波が予想される中で、子ども食堂としてできること

を模索しながら、実施していきたい。 

 

 

・学校が休校になってしまい、放課後の子ども

の居場所づくりに早急に対応しなければいけな

い状況であったが、多くの児童クラブの支援員

がたくさんの子どもを受け入れるためにご尽力

いただきました。教育委員会としても市として

も放課後児童クラブの力が本当に大きかったと

大変感謝している。 

 

・行政ができる範囲の隙間のところを常日頃か

らうまく埋めていただいて、本当にありがたく

思っている。そんな中で今回のコロナ禍におけ

る柔軟性ということでは、必ずしも行き届かな

い部分もあったことも認識している。今後、国

レベルにおいて子ども食堂も含めた地域での根

付いた活動については、ある程度柔軟に支援し

ようという声もあがっているので、佐世保市の

取り組みとしても何らか支援できないか努めて
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・以前、長崎県が行った「生活実態調査」の中で、

児童扶養手当をもらっていない家庭があるという

ことがありましたが、今回のひとり親世帯特別給付

金がどこの世帯へもしっかりといきわたっている

のか。 

 

 

 

 

 

 

・今回のコロナ禍の状況は前例のない状況であり、

民間、行政それぞれの対応における課題があったと

思う。前例に捉われては何もできないということを

共有してほしい。その中で動員できる資源を素早く

把握し、優先順位を決めその資源を的確に配分する

コントロールセンターを設置することが大事だと

思う。その中心となるのは市役所である。 

 今後も前例に捉われない対策が必要だという観

点から、緊急事態宣言時の佐世保の対応、子育ての

対応について、ぜひ確認し、次に生かしてもらいた

い。 

・妊産婦へのオンラインによる保健指導等の実施の

準備をしているということであったが、こうした

ICT化の活用について、具体的な実施体制や整備状

況、その方法などを教えてほしい。 

 

 

 

 

・今回のコロナ禍で施設を閉める際は、早めに教え

てほしい。また、どこが開いているのか、どこで相

談を受ければよいか、そういった場所を設けてほし

いと思う。今年、コロナ禍で中止となったイベント

について来年は工夫したかたちで開催できればと

思う。 

いきたいと思う。また行政の手の届かない部分

については引き続き、社会福祉協議会等と相

談・協力しながら行っていきたい。 

 

・児童扶養手当を受給している世帯については、

ほぼ 100％の支給ができている。ただ、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて、家計が急変

された方については、国の方から令和３年２月

末までを期限と提示されているので、積極的な

勧奨に努めていく。また、申請種別にもよるが、

予算の執行状況が１割弱ということもあるの

で、手続きを忘れていないか支給勧奨の通知を

出したところ、現在、堅調に申請が出てきてい

て、説明を繰り返しながら、該当となる方へは

お届けしている状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インターネットの繋がる環境が必要となって

おり、現在はその環境を整備している状況であ

る。ただ、緊急的に必要な方については問い合

わせに対応できるようになっている。また、プ

レパパ学級やマタニティ学級についても今後、

市民の方がどなたでも手元で内容をご覧いただ

けるような環境を次年度にわたって準備を進め

ている。 
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議事（５）その他 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針 

・ 連絡事項 （今後の会議日程について） 

・年度末を予定（令和３年３月頃） 

 


